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再 生 可 能エネルギーの普 及 に伴 い、周 辺 機 器であるOVG R が 注 目されています。そもそも
O V G Rとは何でしょうか？一 般 的 にはまだ認 知 度 の 高くない O V G Rですが、太 陽 光 発 電 に
おいてどんな役割をしているのか解説していきます。

O V G R と は ？

太 陽 光 発 電 で の 役 割 や P R P に つ い て も 解 説
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O V G R の 役 割

OVGRとは、”Over Voltage Ground Replay “の略で、太陽光発電に設置される継電器です。日本語では「地

絡 過 電 圧 継 電 器 」と称されます。電 力 系 統 に異 常 が 発 生した際 に、電 路 の 地 絡 電 圧 を検 出し、回 路 を保 護する役

割の「保護継電器」です。

「地 絡」とは、地 面 に電 気ケーブル などが 接 触して電 気 が 流 れてしまうことで、太 陽 光 発 電 などの 電 力 設 備で起こ

るトラブルのひとつです。

今 回 は、OVG Rの役 割についてより深く掘り下 げていきます。OVG R が地 絡 事 故 時の回 路 保 護にどのように役 立っ

ているの か、需 要 家としての 必 要 性 、太 陽 光 発 電 所 にお ける重 要 性 、O V G R が ない 場 合 のリスクなどについて解

説していきます。

地絡事故での回路保護

OVGRは、電気設備の中でも「太陽光発電」専用の保護継電器です。太陽光発電の設置にはさまざまな決まりがあ

り、そのなかでも、地 絡 過 電 圧 継 電 器（OVG R）は高 圧 配 線 電 線に連 携する場 合に設 置 が必 要と、省 庁 などの刊 行

物に記載されています。

参照：経済産業省「電気設備の技術基準の解釈」／資源エネルギー庁「電力品質確保に係る系統連携技術要件ガ

イドライン」／日本電気技術企画委員会「系統連係規程」

O V G R の 作 動 により、太 陽 光 発 電での 地 絡 事 故 を防 止するため の 回 路 保 護 を行 ないます。仕 組 みとしては、電 力

線 の 接 地 接 続 部 の 電 圧 の 監 視 中 に 地 絡 が 発 生すると、その 電 圧ス パ イクを 検 出して回 路 ブレーカー に 信 号 を

送って回 路を開き、過 負 荷を防 止します。これにより、偶 発 的 な地 絡や短 絡 からの回 路 保 護を行 ない、大 規 模 な停

電や感電事故、電気設備の故障や火災を回避することが可能となるのです。

低圧需要家は基本的には不要

一 般 家 庭で太 陽 光 発 電を設 置していて、契 約 電 力 が� � k w 未 満の低 圧 需 要 家にとって、OVG R は必 要ありません。

基 本 的 に地 絡 継 電 器 は、高 圧 受 電している需 要 家 の設 備 に対して設 置を求 めています。高 圧 需 要 家とは、契 約 電

力 が � � k w 以 上 � � � � k w 未 満 の商 業 施 設や工 場 、オフィスビルなどを指します。また、契 約 電 力 が � � � � k w 以 上

の「特別高圧需要家」もOVGRは必要です。
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太陽光発電所には必須！

近 年では、太 陽 光 発 電 所でのOVG R 設 置 の重 要 性 が 高まっています。太 陽 光 発 電システムは、複 数 の部 品 が 複 雑

に配 線されていることが 多く、適 切 に保 護されてい ないと経 年 劣 化で破 損する可 能 性 が あるからです。地 絡や電

力の過負荷 が発生した場合に、システムを検知して保護するのに役立ちます。OVGR設置によって、システム、シス

テムを構成する部品、近くにいる人の安全を確保できます。

■バックアップ電源も必要

O V G R には 保 護 継 電 器 用 のバックアップ電 源 が 欠 かせないた め 、多くのメーカーで標 準 搭 載しています。バック

アップ電 源とは、停 電や予 期せぬ回 路 系 統のトラブルに備えて内 部にバッテリーを持つ装 置のことです。OVG R は

停電などのトラブル時に作動する必要があるため、内部バッテリーが必須となります。

また 、日 本 電 気 技 術 規 格 委 員 会 の 承 認 規 格である「 系 統 連 系 規 程 」では 、保 護 継 電 器 の 電 源 が 交 流 電 源（A C）

だった場合、バックアップ電源の装備を義務付 けています。

※UPS（無停電電源装置）やポータブルバッテリーでも可能 。

OVGRがない場合のリスク

OVG R がない太 陽 光 発 電 のリスクを考 察していきましょう。結 論 から言うと、大 規 模 な停 電や電 力 火 災 、最 悪 の場

合地絡による感電などのリスクが挙 げられます。また、発電所管轄地域での電力障害につながることもあるでしょ

う。

高 電 圧 の太 陽 光 発 電では、OVG Rを設 置しない 場 合 はシステムが 損 傷を受 けやすくなります。地 絡や電 力 サージ

が発生すると、大きな損傷もあり得るでしょう。
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【 太 陽 光 発 電 】 O V G R と 一 緒 に 設 置 す る 機 器

地絡過電圧継電器は、太陽光発電に欠かせない保護継電器です。しかしOVGR単独で使用することはありません。

必ず以下のふたつの機器をパートナーとして一緒に設置します。

【GDR】地絡方向継電器
【PCS】パワーコンディショナー

次に上記�つの特徴を解説していきます。

【GDR】地絡方向継電器

地絡方向継電器は、OVGRと併用される機器のひとつです。主な役割は「過電圧によるもらい事故」を防ぐこと。名

前のとおり、地絡事故が発生した方向を特定して検出することが可能です。

地 絡 事 故 の 特 徴 は 、事 故 が 発 生した回 線では 電 流 が「 電 源 側 」から「 負 荷 部 分 」へ流 れていることです。その 他 の

回 線 で は 、「 負 荷 側 」から「 電 源 側 」へ 電 流 が 流 れていきます。地 絡 事 故 は 電 流 の 大きさだ けで 判 断 するた め 、

OVGRのみの場合では事故が起きていない回線の電流を検出してしまうおそれがあります。

地 絡 方 向 継 電 器を設 置すれ ば、地 絡 事 故 が起こった回 線 の方 向を検 出し、一 定 の方 向を定 めて回 線をシャットダ

ウンできます。そのため地絡方向継電器とセットで設置することで、誤作動をなくし、回線を守ることができます。

【PCS】パワーコンディショナー

パワーコンディショナーは、地 絡 方 向 継 電 器と同じく太 陽 光 発 電にはなくてはならないパートナーです。直 流 電 気

を交 流 電 気 に変 換し、太 陽 光 発 電で生 産された電 気 を家 庭でも使えるようにしてくれる頼 もしい 存 在です。別 名

PVインバータやパワコンなどとも呼 ばれています。

また、パワーコンディショナーは系統連系保護機能の役割も担っています。系統連系とは、電力会社の送電網や配

電 網（系 統）と、一 般 家 庭や様 々 な施 設 の自 家 用 発 電 機（太 陽 光 発 電 など）を繋 げることを言 います。電 力 会 社 の

送 電 網と自 家 用 発 電 機 の間で漏 電や回 路トラブル が 発 生した際 、パワーコンディショナーがそれを検 出し、電 流

を遮断します。



RPRが必要なパターン

前 項までで、R P R が必 要 なのは一 般 家 庭で利 用される「自 家 消 費 型 の太 陽 光 発 電」と申し上 げました。しかし、一

般 のご家 庭・住 宅 以 外でも自 家 消 費 型 の太 陽 光 発 電 は設 置されています。具 体 的 には、太 陽 光 発 電で電 力を賄う

オフィスビルや工場、商業施設などです。

オフィスビルや工場、商業ビルは�年を通して稼働しているイメージがあります。しかし、年末年始などの休日が続

く場 合 には、施 設 内 の稼 働 も少 なくなるため 電 力 消 費 も減 少します。すると自 家 発 電で蓄えられた電 力 が 消 費さ

れず、逆潮流が発生する可能性があります。

施 設 が大きいほど逆 潮 流 によるトラブル発 生 時 にかかるコストが比 例するため、R P R の必 要 性 はより高くなりま

す。

RPRの目的は逆潮流防止

一般的に、電力の流 れには「順潮流」と「逆潮流」のふたつが存在します。「順調流」とは、電力会社などの発電施設

から企業や一般家庭へ電気を送電する流 れのことです。「逆潮流」とは、企業や一般家庭などのいわゆる「需要家」

から電力会社の送電網（系統側）へ電気を流すことを指します。

順 潮 流 は 一 般 的 な電 気 の 供 給 を、逆 潮 流 は 企 業や家 庭 から「 売 電 」という形で利 用されています。自 家 用 太 陽 光

発 電では、売 電を目 的にしていない場 合 は自 家 消 費 型で利 用されます。しかし発 電した電 力を使い切 れない場 合

に、電力会社の送電網へ電気が送られてしまう「逆潮流」が発生することがあります。

さらに、余った電 力 が過 剰に変 電 所まで流 れてしまうとパ ンク状 態となり、配 電 線 の劣 化 などのトラブルにつなが

ります。このような事 態 が 起こった場 合 、電 力 供 給 が 足りなくなり、電 力 会 社 の 管 轄 地 域 などで停 電 などのトラブ

ルにつながります。

R P R は、この余 剰 電 力による逆 潮 流を防 止できるため、自 家 消 費 型 の発 電 機において設 置 が義 務となっているの

です。
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一 般 家 庭 などに設 置されている太 陽 光 発 電 のうち、電 力を自 分で使 用することを「自 家 消 費 型」と言 います。自 家

消 費 型 の太 陽 光 発 電 を導 入するにあたり、「R P R」の設 置 が 義 務 づけられています。R P R は「逆 電 力 継 電 器」と呼

ばれ 、太 陽 光 発 電 には欠 かせません。名 前 のとおり逆 の方 向 へ流 れる電 流 を検 知し、電 力 を遮 断する機 能 を備え

ています。

ここではRPRの重要性について深掘りしていきます。

自 家 消 費 型 に 設 置 義 務 の あ る 「 R P R 」



RPRはなるべく作動しないほうが良い

R P R が 発 動した場 合 、パワーコンディショナーが 停 止します。このような状 態 になると自 家 消 費 型 の 発 電 は停 止

状 態となり、電 気を購 入する必 要 が出てくるため、再 開まで電 気 料 金 がかかることになります。なるべくなら、R P R

は作 動しないに越したことはありません。大 切 なのは、自 家 消 費 型 の電 力 を使 い 続 ける対 策 をしておくことです。

具体的な対策として以下の�つが挙 げられます。

出力制御機能付きパワーコンディショナーの設置
負荷追従制御オプションの利用

出 力 制 御 機 能 付きパワーコンディショナーとは、発 電した電 力 を自 家 消 費できる出 力 に変 換するパワーコンディ

ショナーの機 能 を活 用したものです。特 徴 は、系 統 連 系 時 に自 動で発 電 量 が 調 整できることです。そのため、自 家

消費の電力が過剰に蓄えられることもなく、RPRが作動する可能性も低くなります。

一 方 の「負 荷 追 従 制 御オプション」は、電 力 会 社 からの供 給 電 力（受 電 電 力）を随 時 計 測し、自 家 発 電 の量をコン

トロ ールすることができる方 法です。パ ワーコンディショナーには 、メーカーごとで安 定して出 力 ができる電 力 量

（定 格 出 力）が 設 定されています。負 荷 追 従 制 御 オプションでは、パワーコンディショナーの 定 格 出 力と受 電 電 力

をリアルタイムで比較していくことで、パワーコンディショナーを停止することができます。

そのため、自家消費型発電での逆潮流を防ぎ、設備故障や発電の損失を回避できるでしょう。
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O V G R は、「地 絡 過 電 圧 継 電 器」とも呼 ばれる太 陽 光 発 電 の継 電 器で、主 に地 絡 事 故での回 路 保 護 を目 的とした

「保 護 継 電 器」のひとつです。O V G R は 太 陽 光 発 電 だけに設 置される唯 一 無 二 の 存 在 。太 陽 光 発 電 を安 全 に運 用

していくために必要不可欠です。

またO V G Rとならび、一 般 家 庭 などの「自 家 消 費 型 発 電」にはR P R が 必 要です。O V G RとR P R は太 陽 光 発 電 設 備

を最 大 限 に活 用するため のシステムと言えます。設 置 には 専 門 業 者 が 必 要です。とくとくフォームでは 、太 陽 光 発

電に関する個 別 相 談 会を実 施しており、最 適 な自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電を構 築できるよう専 門 家 がサポートしてい

ます。お気軽にお問い合 わせください。

O V G R ・ P R P 導 入 な ら 専 門 業 者 へ 依 頼 し よ う ！



運 営 会 社 概 要

会 社 名

所 在 地

5 , 0 0 0 万 円 （ グ ル ー プ 全 体  1 5 , 5 1 0 万 円 ）

平 日 （ 月 ～ 金 ） 9 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

代 表 取 締 役 　 石 橋  大 右

 フ リ ー ダ イ ヤ ル ： 0 1 2 0 - 4 0 9 - 5 2 2  /  0 5 0 - 3 1 7 6 - 2 1 2 2

家 庭 用 ・ 産 業 用 　 電 気 設 備 の 販 売 施 工事 業 案 内

営 業 時 間

T E L

支 店

京 都 府 京 丹 後 市

一 級 電 気 工 事 施 工 管 理 技 士  /  一 級 土 木 施 工 管 理 技 士  /  一 級 建 築 士  /  宅 地 建 物 取 引 士
第 一 種 電 気 工 事 士  /  第 二 種 電 気 工 事 士  /  認 定 電 気 工 事 従 事 者 取 得
P V マ ス タ ー 保 守 点 検 技 術 者 認 定 技 術 者  /  第 三 種 冷 凍 機 責 任 者  /  危 険 物 取 り 扱 い  乙 四 種

・特定建設業 許可（特 -��）第 ������ 号
・大阪府知事登録電気工事業第 ����-����
・電気工事工業協同組合加盟
・建設工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・屋根工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・鋼構造物工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・大工工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・宅地建物取引業者 大阪府知事 （�) 第 ����� 号
・タイル・れんが・ブロック工事業 大阪府知事
   許可（特 -�) 第 ������ 号

・電気工事業 大阪府知事許可（特 -�) 第 ������ 号

・管工事業 大阪府知事 
   許可（特 -�）第 ������ 号

・ISO ����：����
・ISO �����：����
・SDGs：�,�,��,��,��
・レジリエンス認証 認証登録番号：��������
・再エネ ��� 宣言 RE ACTION　参加
・OSAKA ゼロカーボンファウンデーション
・健康経営優良法人　����
・古物商 機械工具類 第 �����R������ 号
・ホワイト企業認定「ゴールド」����

物 流 セ ン タ ー

保 有 資 格

み ず ほ 銀 行 、 三 井 住 友 銀 行

h t t p s : / / w a j o - h o l d i n g s . j p /

許 可 ・ 登 録

公 式 サ イ ト

取 引 金 融 機 関

代 表 者

資 本 金

設 立

株 式 会 社 和 上 ホ ー ル デ ィ ン グ ス （ 帝 国 デ ー タ バ ン ク  企 業 コ ー ド  5 8 2 5 6 0 4 1 0 ）

1 9 9 3 年 7 月

大 阪 本 社
〒 5 3 0 - 0 0 0 2   大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地  1 - 1 3 - 2 2  W e W o r k  御 堂 筋 フ ロ ン テ ィ ア  7 F

C h e c k !▶

東 京 支 店  〒 1 7 1 - 0 0 2 1  東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 1 - 1 1 - 1  W e W o r k  メトロポリタンプラザビル 1 4 F

東 北 支 店〒 9 6 3 - 8 8 1 8  福 島 県 郡 山 市 十 貫 河 原 5 3 - 2


